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令和２年度　予算決定
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歳入
369億
6,000万円

◆市税：市民の皆さんや市内商店・企業などから納めていただいた税金
◆国県支出金：国・県から特定の事業経費として、負担金や補助金などの形で
交付されるお金
◆地方交付税：全国の地方公共団体の税収などの差を考慮し、行政サービスが
一定の水準となるよう、国から財源を補うために交付されるお金
◆市債：市が施設などの整備をするときに、事業費の一部に充てるため、国や
金融機関から借り入れるお金
◆地方消費税交付金：地方消費税の一部が人口規模などで案分されて交付され
るお金
◆繰入金：特別会計の剰余金や、収入不足の補てん・公共施設の整備などの
ために、特別会計や基金から繰り入れるお金
◆その他：県税の一部の交付金、使用料・手数料など

繰入金
13億2,296万円

3.6%

市税
134億7,925万円

36.5%

国県支出金
76億9,511万円

20.8%

地方交付税
72億5,968万円

19.6%

市債
23億9,560万円

6.5%

その他
26億7,940万円

7.2%
地方消費税交付金
21億2,800万円

5.8%

歳出
369億
6,000万円

◆民生費：保育などの子育て支援や、高齢者・障害者に対する福祉などの経費
◆総務費：市庁舎の維持管理や税の徴収、交通安全、災害対策などの経費
◆土木費：道路、排水、公園などの整備や都市計画などの経費
◆公債費：道路や学校などの整備を行うために市が借り入れたお金の返済金
◆教育費：学校教育や文化・スポーツ振興などの経費
◆消防費：消防署・消防団の経費、消防車両・消防設備の整備などの経費
◆衛生費：ごみの収集や疾病予防などの経費
◆その他：議会費や農林水産業費、商工費などの経費

民生費
150億9,306万円

40.8%

総務費
50億3,657万円

13.6%

土木費
44億3,255万円

12.0%

公債費
41億1,266万円

11.1%

教育費
37億1,918万円

10.1%

消防費
19億1,056万円

5.2%

衛生費
16億8,360万円

4.6%

その他
9億7,182万円

2.6%
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一般会計・特別会計予算額

令和２年度当初 令和元年度当初 比較 増減率

一般会計 369億6,000万 383億5,000万
［380億6,251万］

－13億9,000万
［－11億251万］

－3.6%
［－2.9%］

特別会計 240億4,665万 249億8,449万 －9億3,784万 －3.8%
取手駅西口都市整備 9億894万 18億404万 －8億9,510万 －49.6%
国民健康保険 106億4,694万 109億2,175万 －2億7,481万 －2.5%
後期高齢者医療 29億785万 28億3,714万 ＋7,071万 ＋2.5%
介護保険 82億9,517万 80億7,962万 ＋2億1,555万 ＋2.7%
競輪事業 12億8,704万 13億4,123万 －5,419万 －4.0%
取手地方公平委員会 71万 71万 ±０ ±0.0%

合計 610億665万 633億3,449万
［630億4,700万］

� －23億2,784万
［－20億4,035万］

－3.7%
［－3.2%］

※令和元年度は市長選挙のため、当初予算編成後に補正予算が組まれました。 
〔 〕内は６月補正後の実質的予算規模を示しています

　令和２年度の一般会計当初予算規模は、前年度に比べて減額となりました。
これは、宮和田小学校大規模改造事業や中学校の特別教室空調設備設置事業な
どを元年度３月補正予算（下記参照）に前倒しして計上したためです。
　また、特別会計（６事業）では、取手駅西口都市整備事業・国民健康保険事業
が減額に、介護保険・後期高齢者医療が増額になりました。特別会計全体では、
当初予算規模は減額になっています。
　取手駅西口都市整備事業は、Ａ街区の造成工事の一部などを元年度３月補正
予算（下記参照）に前倒ししたため減額になりました。

（単位：円、増減率のみ％）

市税の内訳

令和2年度当初 令和元年度当初 比較 増減率
市民税（個人） 57億2,093万 57億540万 ＋1,553万 ＋0.3%
市民税（法人） 6億7,592万 14億7,336万 －7億9,744万 －54.1％
固定資産税 53億8,218万 52億7,941万 ＋1億277万 ＋1.9％
都市計画税 9億1,647万 9億568万 ＋1,079万 ＋1.2％
市たばこ税 5億5,652万 5億8,772万 －3,120万 －5.3％
軽自動車税 2億2,723万 2億1,765万 ＋958万 ＋4.4％
合計 134億7,925万 141億6,922万 －6億8,997万 －4.9％

（単位：円、増減率のみ％）

　個人市民税では、生産年齢人口の減少は見られるものの、配偶者所得が増加
傾向にあり、納税義務者の増加が見込まれるため増となりました。固定資産税
では、土地は地価の下落により減となりますが、家屋では新築および増築によ
る増を見込んでいます。一方で法人市民税では、市内大手企業の減益や法人税
割の一部国税化の影響を考慮し、大幅な減を見込みました。

令和元年度３月補正予算
　２年度に計画していた下記事業が国の元年度当初予算追加交付分・補正予算
の対象となったため、３月補正予算に計上し、２年度に繰り越して実施します。
▼学校施設整備事業…11億3,095万円
・宮和田小学校校舎・体育館大規模改造事業…7億6,600万円
・中学校特別教室空調設備設置事業…3億6,000万円
・寺原小学校エレベーター改修事業…495万円
▼取手駅北土地区画整理事業【取手駅西口都市整備事業特別会計】…6億円
▼都市計画道路3・4・7号取手東口城根線街路改良事業…1億3,000万円
▼地籍調査事業…1,740万8千円
▼福岡堰地区地盤沈下対策事業負担金…413万1千円
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